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代表的な実施事例

造船業・建設業

造船業を中心に急増する「特定技能」労働者の管理DXアプリを使って
愛媛県に人材が定着する仕組みを作っていく。

本事業に対する取り組みを紹介するとともに、「特定技能」の制度を紹介することがこれか
ら特定技能労働者を雇用する企業が正しい知識を持って職場環境を作っていけるように啓
発していく。

・登録支援業務の見える化（同行内容・チャットでの相談内容）
・「特定技能」労働者の行動の見える化

「特定技能」労働者が休日にやる事がないと困っていたことが把握でき、
スポーツイベントを行う必要性を認識するようになった。
→FC今治との共同イベントにて業界全体へと広げていく予定である。
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今治市内の企業15社が参加（矢野鉄工、MY(自動車整備)など）
参加企業のうち3社が令和7年度の実装に興味を示した。

外部の行政書士を呼んで「特定技能」ビザの制度を紹介し、大西塗装・四国電熔にてどのよ
うな取り組みをしているか紹介していただいた。その後、パネルディスカッション形式で今後
の今治での展開について協議した。

令和6年度実装先：2社
外国人採用を行っている会社：5社
その他（県職員など）：8社

今治市内での勉強会を半年に1回行っていく（造船業の発注元も招待していく）
中予・南予地区にも勉強会を広げていく。

アナログ支援が多かったために「特定技能」労働者
が困った際に場当たり的支援が多かった。

「特定技能」労働者が困ったときにアプリを使ってサ
ポートするようになった。
企業は管理画面を通じて困っていることや支援内
容を把握できるようになった。

支援内容をアプリにてレコードしていく 支援内容をアプリにてレコードしていく

支援業務が見える化されることで、「特定技能」労働
者が何に困っているのかを把握できるようになっ
た。

困っていることを把握できることで、企業として人
材の流出を防止するために「何をしなければならな
いのか」を知ることができるようになった。

各社が人材の流出を防止するために情報を明るみ
にすることはなかった。

得られた情報を抽象化することで、業界特有の悩み
などを事前に把握することができる。
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